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　『じぶんの町を良くするしくみ』をメインテーマに本町

でも昨年10月１日から12月31日までの間、赤い羽根共

同募金活動が展開されました。各行政区の皆さまからの

戸別募金や各種団体・事業所の皆さまには、職域募金

にご協力いただきありがとうございました。皆さまからの

募金は、本町の福祉事業の財源として、社協へ配分され

有効に活用させていただきます。

　なお、期間中に共同募金の募集にご協力いただきまし

た、区長・隣保班長の皆さま、民生委員の皆さま、各団体・

ボランティアグループの皆さま、町内の小中学校・支援

学校の皆さまをはじめ、その他関係機関の皆さま本当に

ありがとうございました。（新型コロナウイルス感染症の

影響により、お祭り会場での街頭募

金活動や町内企業の皆さまにご協力

いただく法人募金などは中止となり

ました。）
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再生紙を利用しています。
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　赤い羽根共同募金に関する作品の制作を通じて、地域福
祉に対する感心を育むとともに募金を身近に感じていただく
ため、町内小学生を対象に募金からイメージする絵と標語を
夏休み期間中に募集しました。今回、絵は94作品、標語は
86 作品で総数180 作品とたくさんの応募をいただきました。
ご協力いただきました児童の皆さま本当にありがとうございま
した。応募いただいた作品をもとに福祉委員会にて低学年と
高学年の部で入賞作品を決定して、今年のカレンダーを作成
しました。赤い羽根共同募金の配分金の一部を活用して作成
したカレンダーは、区長・隣保班長の皆さまにご協力いただき、
各世帯に１冊配布させていただきましたのでご活用ください。
　最優秀作品は次のとおりです。

【低学年の部】
絵　最優秀賞作品
久米小学校１年　西　星奈
標語　最優秀賞作品
　「思いやり　こころにとどけ　赤いはね」
多良木小学校２年　森山　うめと

【高学年の部】
絵　最優秀賞作品
多良木小学校４年　吉村　紀保
標語　最優秀賞作品
　「届けよう　エールと希望の
　赤い羽根」
多良木小学校６年　西　愛歌

※カレンダーの４月 10日㈪が本来ならば通常日の黒色で表示しな
ければならないところ、祝日の赤色で表示されています。この
日は祝日ではありませんので、お詫びして訂正します。（訂正の
シールをご希望される場合は、恐れ入りますが社会福祉協議会
（☎ 42-1112）までご連絡下さい。）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、赤い羽根共同
募金活動および配分金事業の一部中止が続いています。今
後も、皆さまの安全を考慮しながら募金活動や事業の実施を
検討します。引き続き、ご支援ご協力をよろしくお願いします。

赤い羽根共同募金のカレンダーを作成
～町内の小学生に絵と標語の作品募集～
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赤い羽根共同募金への
ご協力ありがとうございました


